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TKK3大学連携プロジェクト「防災・減災・ボランティアを中心とした社会貢献教育の展開」 

TKK 共通シラバス 
1. 科目名 ボランティア論Ⅰ 

2. 教員名 江田英里香 3. 担当大学 神戸学院大学 

4. 対象学年 １年 5. 開講時期  6. 単位数 2単位 

 

7. 授業の目的・到達目標（神）、授業のねらい及び具体的な達成目標（工）、授業の内容（基本

的枠組）（東） 

私たちの社会において、ボランティアの役割が大きくなってきています。しかし、実際にボ

ランティア活動を行うには、敷居が高く感じたり、何をすればよいのかわからないということ

が少なくありません。そこで、本講義では、実際にボランティア活動に参加するための準備と

して、ボランティア活動について基本的な定義や役割、その種類などを学びます。 

また、実際に自分たちの周りにあるボランティア活動を探し、自分たちにできることを考え

ることで、ボランティア活動の社会的役割を理解します。  

【具体的な目標】 

ボランティアについての定義や歴史など基本的な知識を取得する。 

ボランティアがなぜ必要とされているのかを理解する。 

ボランティアを自分たちで企画することによりボランティアについての理解を深める。 

授業内で発表をすることにより、発表の方法、評価の方法を習得する。  

8.授業のキーワード（神） 

ボランティア、社会貢献、国際協力、災害 

9.授業の進め方（神）授業の方法（東） 

講義に加え、グループおよび個人でのワークやディスカッションを取り入れて授業を進めま

す。 

10. テキスト、参考書、指定図書（神） 

  特になし 

11. 授業時間外に必要な学習（神）事前、事後に受講してほしい講義等（東） 

 特になし 

12. 提出課題など（神） 

グループワーク 

個人の課題レポート 

13. 成績評価方法・基準（神）、成績評価方法及び水準（工）、評価の方法（東） 

授業内での小レポート兼テスト 45％ 

グループワーク ２０％ 

個人の課題レポート ３5％ 

以上を総合的に評価します。 

14. 履修するにあたって（神）、学生へのメッセージ（工）、受講生への要望（東） 

・基本的にグループで作業をします。 

・グループでディスカッションを行ったり、プレゼンテーションを行います。 
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・また、授業内では講義以外に、発言を求めるなどの参加型の授業を行います。  

・遠隔授業でも上記をスムーズに行えるようにするために、Twitterの利用を検討しています。

詳しくは、第一回目の授業でお伝えします。 

・外部講師を招く予定があることから、授業計画が変更することがあります。  

 

15. 参考（オフィスアワー（工）等） 

 

 

【授業計画（神）（東）、授業計画及び準備学習（工）】 

 

講義番号 主題 内容 

第１回 オリエンテーション  全 15回の授業の概要説明とグループ分けを行います。 

第２回 ボランティアとは①  ボランティアの定義や歴史などの基本的な知識を学びます。  

第３回 ボランティアとは② ボランティアの定義や歴史などの基本的な知識を学びます。  

第４回 ボランティアとは③ ボランティアがなぜ求められているのか学びます。  

第５回 ボランティアと NPO ボランティアと NPOについて検証します。   

第６回 
国際協力とボランティ

ア 
国際協力とボランティアの関連について検証します。  

第７回 災害時とボランティア 災害時におけるボランティア活動について検証します。  

第８回 ボランティアの種類① ボランティア活動にどのようなものがあるのか検証します。  

第９回 ボランティアの種類② ボランティア活動にどのようなものがあるのか検証します。  

第 10回 ボランティアの事例① 
具体的なボランティア活動を取り上げ、その意義や活動内容

について検証します。 

第 11回 ボランティアの事例② 
具体的なボランティア活動を取り上げ、その意義や活動内容

について検証します。 

第 12回 ボランティアの事例③ 
具体的なボランティア活動を取り上げ、その意義や活動内容

について検証します。 

第 13回 身近なボランティア 身近にどんなボランティア活動があるのか、考えます。  

第 14回 
自分たちで考えるボラ

ンティア活動 
学生が自分たちでできるボランティア活動を考えます。 

第 15回 
プレゼンテーションと

まとめ 

学生が考えたボランティア活動のプレゼント質疑応答をしま

す。また、全１５回の授業のまとめと振り返りを行います。 

 

【コンピテンシー】※コンピテンシーについての詳しい説明はこちら。 

（下記に、身につけることが期待されるコンピテンシーを 5段階評価でご記入ください。 



 3 

期待度が高いほうが５、低いほうが１です。） 
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マインド的コンピテンシー 

成果を挙げるための 
コアコンピテンシー 

受容的コンピテンシー 応用的コンピテンシー 

対人・集団的コンピテンシー 


